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燃料となる水素と空気中の酸素の化学反応によ
り発生する電気エネルギーを使い、モータを回し
て走る燃料電池自動車（FCV）。大羽精研（愛知
県豊橋市）は FCVの重要な構成要素である水素
タンクの部品加工を手掛ける。高圧水素を入れる
タンクの部品にはわずかな傷やバリも許されない。
同社は半導体関連部品の製造で培った“モノづく
りの力”でこれを克服し、さらに複数台の 5軸制
御マシニングセンタ（MC）や複合旋盤からなる
全自動加工ラインを構築。難易度の高い部品を安
定して効率良く製造する体制を整えている。
創業は 1973 年。当初は工具研削や自動車部品
の加工を手掛けていたが、89 年に半導体製造装
置の分野に参入し、工場の移転と 3度に渡る拡張
工事を行うなど順調に規模を拡大。豊橋市の工場
に 5 軸制御MCを含むMC95 台、複合旋盤を含
む旋盤 40 台、放電加工機 30 台、研削盤 80 台、3
次元測定機を含む各種測定機 50 台を保有する。
現在は、電子部品をプリント基板に配置する
チップマウンター（＝実装機）のヘッドや吸着ノ
ズルが主力製品だ。外径 1.3mmのジルコニア製
吸着ノズルの外径を公差±5μmで研削加工した

り、外径 2.45mm のシャフトを公差±1μm、真
円度 1μm、円筒度 2μmで研削加工したりと、
小径部品の高精度加工のノウハウを蓄えている。
「お客様からの要望に『できない』と即答しない。
これが昔から続く当社の姿勢です。難しい要望で
あっても、社員が前向きに検討する文化が根付い
ています。どうすれば課題を乗り越えられるかを
考え、お客様に実現可能な提案をできるところが
当社の強みです」と高橋務技術部長（図 1）は話す。
短納期に対応するため、海外製の工具研削盤を保
有し、専任チームで特殊工具を内製しているのも
その現れと言えそうだ。

手間のかかる仕事に商機

同社が 2000 年頃から力を入れているのが、自
動車や医療など半導体分野以外の需要の取込みで
ある。医療分野では、手術用のはさみや骨固定用
のプレートなどチタン製品の加工で実績がある。
自動車分野では、FCVの水素タンクの口金の試
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図1　高橋務技術部長（左）と彦坂将司試作課長


